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宮0765-83-1100朝日町役場・〒939-07富山県下新川郡朝日町道下1133

自分の手型をガラス作品に

学校が休みになる土曜日を利用し、親子のふれあいを深めようと

1 1周8目、町内の小中学生が fなないろKAN  jでガラス工主主や陶
芸作りなど4つのコースに挑戦しました。

町PT A連絡協議会の母親委員会が毎年行っているもので、小中
学生およそ140人と保謹者が参加。これまではコースごとに会場を
分けていましたが、今年は「なないろKAN  jがオープンしたこと

により 1カ所で開催されました。

ガラス工芸コースでは、サンドキャスト（砂型による鋳造）と呼ば

れる技法を体験。子供たちは砂に手を入れ思い思いの型をとった後、

約1300度のガラスが流し込まれる保子を見学しました。このガラ
ス作品は翌日まで冷却した後、子供たちに手渡されました。
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犬
家
、
圧

μ, 
崎

の

統
合
小
学
校
の

． 

建
~11-
pつι

安台

ま

’‘ 山崎小 学校｜大家庄小学校｜

企10月28日の起工式には、魚津町長、河村町議会議長らをはじめ
工事関係者ら約70人が出席。かま入れやくわ入れをして、工事の
安全を祈願しました。

＠ 

新綬曾の概要
〈教室・管理棟〉

鉄筋コンクリート造一部木造

各階仁多目的スペースを設置

1階 1、2年生の教室、ランチル
ーム、保健室、図書室、体育

館など
3、4、5、6年生の教室、
音楽室、図工室、コンビュー

タ一室など

〈屋内運動場〉

鉄筋コンクリート造

体育館、ステージ、器具室

〈クラブハウス〉

鉄筋コンクリー卜造

ミーテインクルーム、

室

〈総工費〉

約14億4千万円

る
平
成
十
一
年
四
月
に
開
校

さ
み
さ
と
小
学
校
に
続
く
こ
祷
円

の
統
合
小
学
校
の
建
設
が
始
ま
り
ま

し
た
。
現
在
の
山
崎
、

大
家
庄
の
二

つ
の
小
学
校
が
平
成
十

一
年
四
月

一

日
を
も
っ
て
統
合
さ
れ
、
新
し
く
生

ま
れ
変
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

統
合
小
学
校
は
藤
塚
・
殿
町
地
内

で
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
十

一

年
二
月
末
ま
で
工
事
を
進
め
、
新
し

い
学
校
が
完
成
す
る
予
定
で
す
。

山
崎
・
大
家
肢
の
統
合
小
学
校
の

校
名
に
つ
い
て
は
、
今
年
の
五
月
に

山
崎

・
大
家
庄
地
区
の
方
に
募
集
を

呼
び
掛
け
る
チ
ラ
シ
を
配
布
。
多
数

の
応
募
を
い
た
だ
き
、
現
在
、
こ
れ

を
も
と
に
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

自
然
と
文
化
が
あ
ふ
れ
る
環
場

山
崎
・

大
家
庄
の
統
合
小
学
校
か

し
た
。
教
育
委
員
会
で
は
小
学
校
統

合
推
進
委
員
会
を
設
問
。
基
本
方
針

と
な
る
議
案
に
つ
い
て
調
査
検
討
を

重
ね
ま
し
た
。
そ
し
て
、

具
体
的
な

統
合
案
（三
校
案
）
を
ま
と
め
て
町
長

に
報
特
。
町
長
は
こ
れ
を
受
け
、

平

成
二
年
九
月
に
町
議
会
議
長
あ
て
に

整
備
方
針
案
を
提
出
し
ま
し
た
。

町
議
会
で
は
、
小
学
校
の
教
資
環

境
整
備
に
つ
い
て
集
中
審
議
す
る
た

め
の

「小
学
校
教
資
環
境
整
備
特
別

委
員
会
」
を
設
け
、
精
力
的
に
検
討

し
ま
し
た
c

そ
の
結
梨
、
泊
、
吉
崎
、
笹
川
、

境
小
学
校
を
仮
称
A
小
学
校
に
、

五

節
止
、
尚
保
小
学
校
を
仮
称
B
小
学

校
に
、
山
崎
、
大
家
庄
小
学
校
を
仮

称
C
小
学
校
に
統
合
と
す
る
三
校
築

を
進
め
る
こ
と
と
な
り
、
町
で
は
平

成
三
年
九
月
か
ら
各
校
下
ご
と
に
説

明
会
を
実
施
。
町
民
の
皆
さ
ん
に
理

2階

es5可豚
美術館

．不動堂遺跡

． 
隆史公園． 
なないろ
KAN 

朝
日
岳
や
白
馬
岳
が
眺
望
で

ま
た
、
近
く
に
は
不
動
掌
遺
跡

や
歴
史
公
園
も
あ
り
、
豊
か
な
自
然

と
香
り
高
い
文
化
が
あ
ふ
れ
る
教
育

環
境
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
を

数
多
く
設
け
る
な
ど
多
械
な
学
習
が

で
き
る
の
を
は
じ
め
、
校
舎
内
の
ス

ロ
ー
プ
や
ト
イ
レ
な
ど
は
バ
リ
ア
フ

リ
l
化
に
配
慮
。
向
齢
者
と
の
異
世

代
交
流
な
ど
、
児
蛍
と
地
域
住
民
と

の
ふ
れ
あ
い
を
似
進
す
る
校
余
と
な

り
ま
す
。

ら
は
、

島
C

、統
合
に
至
る
ま
で
の
経
緯

昭
和
六
十
三
年
二
月
、
川
小
学
校

教
資
環
境
整
備
管
議
会
か
ら
「
教
育

効
岡
市
を
高
め
る
た
め
に
は
、
そ
の
規

棋
や
条
件
を
考
え
三
校
案
が
適
当
と

考
え
ら
れ
る
」
と
の
答
申
を
受
け
ま

建設に着工

起工式

新校合完成

新校舎に移転

開校

山崎・大家庄の統合小学校建設計画

・ H9 .10 

・ H l l. 2 

・Hll.3 

・HI 1.4 

・ H9.9 

解
と
協
力
を
お
願
い
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、
平
成
六
年
四
月
に
泊
、

宮
崎
、
笹
川
、
境
の
凶
つ
の
小
学
校

を
統
合
し
た

「
さ
み
さ
と
小
学
校
」

が

一
橋
自
の
統
合
小
学
校
と
し
て
開

校
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
今
回
、
ニ
番
目
の
統
合
小

学
校
と
な
る
山
崎
・
大
家
庄
統
合
小

学
校
（
仮
称
C
校
）
の
建
設
が
始
ま
り

ま
し
た
。

トイレ、更衣
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議
長
に
川
端
さん

各

常

任

委

員

会

の

所

属

も

決

定

副
議
長
に
寺
田
さん

女
性
の
山
主
的
な
活
動
と
女
性
な
ら
で
は
の
観
点
で
、

ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
案
を
目
的
に
、
七
月
か
ら
行
わ
れ
て

い
る
女
性
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
。
そ
の
事
業
の

一
環
と
し

一
て
十

一
月
十

一
日
、
第

一
一
凹
の
朝
日
町
女
性
議
会
が
閃
か

一
れ
ま
し
た
。

十
六
人
の

女
性
議
員
が
誕
生

ト
．

什

ω組
織
A
会
で
は
、

A
．k

に
川
端
々
』
み
子
さ
ん
、
川

A
Kに
h
J

川
枝
先
乙
』
さ
ん
を
巡
山
‘
こ
の
後
、

Aド
H
出
川
%
に
よ
り
火
性
、
例
川
崎
、
川

社
、
教
行
・
ぷ
化
の
む
作
品
川
任
愛

U
会
の

所

M
を
決
－
M
し
ま
し
た

」
、
．
、
「

t

・
’
「
（
｝
i
；

が
L
て

肱

川

卜

μ
カ
ら
m
a
b
江
川
・
A
T

hM針
と
施
彼
慨
裂
に
つ
い
て
説
明
が

〉
）

、

1
2
i
；、

、t
、

f
・リ：

合
成

C
判
相
川
吋

l
’
i
f
s
p
u
r－
貨
も

占
的
で
訂
を
傾
け
て
い
ま
し
た

’K
作
品
日
の
持
さ
ん
は
、
こ
れ
ま

で
門
川
の
勉
強
会
を
附
催
点
部
泊

料
セ
ン
タ
ー
や
む
眠
苑
な
ど
町
の
胞

ぷ
の
は
学
を
は
じ
め
、
行
政
や
品
会

の
仕
組
み
、
品
恨
の
進
め
い
h
を
学
ん

で
き
ま
し
た
ま
た
、
山
分
が
山
り

制
む
テ

l
マ
ご
と
に
ク
ル

l
フ
を
作①、，~野資 J::.

②、下柳21玄
①九月！.！I! r-
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り
、
行
グ
ル
ー
プ
で
の
勉
強
会
ち
制

力
的
に
行
い
、
品
会
開
会
に
引
み
ま

し
た品
判
明
で
’
l
分
の
…
仰
に
附
っ
た
押
さ

ν
＋占、

J

J

，ミ
，d
、〉．
H
h口r
J
．ム：

／
｛
代
人
、
弘
品
川

U
M
4
f
右
カ
f

k
作
品
川
と
し
て
の
却
．
少
を
附
み

川
し
ま
し
た

一
般
質
問
は

来
年
一
月

川
で
初
め
て
行
わ
れ
る
久
性
品
会

の
本
会
泌
は
、
米
作
・
．
川
．
卜
・争
H
H

K
性
議
日
の
押
さ
ん
は
本
会
設
ま
で

行
委
日
会
で
の
勉
強
会
を
南
ね
、
町

の
別
状
と
課
題
に
つ

い
て
白
川

・
担

来
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

議
会
で
は
、
九
仁
川
に
発
・
パ
依
が
ツ

え
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
併
を
け
一
会
よ

り
久
性
の
川
町
山
一
か
ら
は
た
ま
ち
づ
く

り
に
付
し
て
制
竹
が
さ
れ
ま
す
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平成8年度の決算がまとまりまし

た。町政は、皆さんからの税金や固か

らの地方交付税等を財源として運営

されています。ここでは一般会計を

申I~＼に図表であらましを紹介します。

平 成 8 

年 度

」ヒ平 成 9 年 度
半期員オ 政 状 況

，戸

悶悶I76億788万円 ｜

計ゐ玄般

。
諸収入
4億6.769万円

(61%) 

縁起金

3億7,243万円
(49%) 

分担金及び負怨念
2儀169万円
(2.7%) 

172億1,557万円｜
条
例
に
よ
り
、
町
の
財
政
状
況
を
1
年
に
2
回
、
町
民
の
み

な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
月
号
で

は
、
平
成
9
年
9
月
初
日
現
在
に
お
け
る
平
成
9
年
度
予
算
の

執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・・w告

10 II " 6 10 II 17 lψ 

11億3,409万円 （45°.5%i民生i'2地方交付総20{l車7,000万円（82.4%)

10係3,935!:1ヲ円 (29.0%) 事責育鐙町4見18侮7,718方円（57.4%)

総稼r.tl9f：睡9.108万円（43.8%)

水
資
材

業
機
産

国県
支出盆

10億3.264万円（11.1%)

その他 12像7.267方向 （37.0%)

孟語圏 亀~
予算額 I11倫4,568万円 71!S4,568万円｜ 算額 i

収入済額I31飽6,916万円 26俗1.581万円｜支出演穣｜

（グラフの数値は予算額とそれに対する執行率（%）を表しています）

町債

土木賞17億3,257万円（146%)

公債?.ii9億205万円（45.6%)

6億8.660万円 （0.0%)

＠ 

使用料及び手重史料ほか
1億3.109万円

(1.7%) 

町税の負担状況（町民1人当り）

”a 
蔵 人 歳 l卦 l:: づ｜

医｜ ｛呆 ~ 、 計 1 l億5,992万円 10億7,812万円 8,18071円

老人保健｜英療会計 21偲 6597i円 20億9,797万円 862万円

診療所会計 7,565hrri 6,309万円 1,256万円

簡易水道会計 4、978fj円 4,155万円 823万円

下水迫会計 4,002万l1l 3,937万円 65万円

川地取得会計 416万円 416万円 0111 

！日 水 i';; 計 500TiP:l 357万円 143万円

実学資金会計 19万円 19万Pl 0円

計
A
Q
E
 

見リ特

特別会計
歳 入 歳 出

予算額 収入済額 収入率 予算 額 支出済額 支出率
国 ｛呆 -4』:s:: 計 1 ovむ9,463万円 3偲4,488万円 31.5% 1 O億9,463万円 4i意3,405万円 39.7% 
老人保健医療会計 21 億9,I 29J=./JTJ 9位 389万円 41.2% 21億9,129万円 9{j蛍8,789力．円 45.l % 
診療所会計 6,716万l1J 1,674万円 24.9% 6,716万円 2,764万円 41.2% 
簡易水道会計 4, 154万円 792T-i円 19. l % ム］54万円 l ,857万円 44.7% 
下水道会計 1 倍、7,776万円 2,500万円 14.1% l億7,776万円 2,551力．円 14.4% 
用 地取得会 計 1 tむ7,20l万川 l万円 0.0% I｛：意7,20l万円 2)-j円 0.0% 
用 7.1< ~ 、 計 428万門 205万円 47.9% 428万円 45万円 10.5% 
奨学資金会計 39万円 8万円 20.5% 39万円 10万円 25.6% 

率一助
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出
下
へ
一4

支一

4
一お

円
一円

I
Mi
－－

：
 

L
L
－
軍軍
a
F
閣

12

＝寸
J

L
土
仇司
自1
j

－1ノ

ア

L
8
一O

一組伊
一A
『
一7
4

一一
l
一8

同
：
・
！’

τ土
Q
U
戸
D

E
f

－－
i
 

－4AU
F

－K恥ル

ー

I

－l
 

率
一
%
一%

入一

ι示。

収
一4
一日

入

収入済額
12億9,077万円
3,300万円

歳
予算額

26億1,321万円
1 億8,73475円

企業会計
（あさひ総合病院）

収益的収支

資 本的収支

酬明・、
R
W
他

円

動

8
d
ぺ
『
圃

J

の
ゆ

闘

1
4
Gそ
か

か；引

ι2,531万円

ι8,004万円

院
一
品
一川
一川

病
一
t

一弘
一引

綿
一
歳
一紘
一則

ひ一

公
一
ー

さ
「
あ一
4
1
一

〈云一業－企一
蔵人

25飽 l23Jj円

6,927 Ji円

支

支

収

収

的

的

首

4三

リλ－比I、HH川－m－〉νE4F

区 分 金 1稽i 情j或比 l孟 分 金 審員 構成比

一 般 ~ ‘ 65也、5,020万円 88.4% 災官復旧｛責 9,266万円 l.2% 

総 手先 的 4億4,522万円 6.0% 臨時財政特例偵等 5億8,415万円 7.9% 

社会福祉｛点 5,497〕j円 0.7% その他事業債 5,582万円 0.7% 
保行所債 6,274万円 0.8% その他会計 8憶5β01万円 11.6% 
農林；／＜産業伯 5億9,849万円 8.1% 山 崎診療所 1,061万円 0.1% 
.:1: .. イミ 債 8億2,6げ万1111.2% 開場水道 7，川7万円 1.0% 
公常住宅前 4億2,052万円 5.7% F 水 l、U、，－ 880万円 0.1% 
？向 ｜坊 l ,216hP-l 0.2% あさひ総合州｜坑 7隠6,743万円 10.4% 
字文 肖 33態9,730万円 45.9% L'守、 74億 821万円 100.0% 仁I

町債の状況（目的別）町有財産の状況

土地 581,626m

建物 90,240m

有価証券 2憶6,620万円

出資金 2億3,257万円

基金積立主43億4,333万円
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漁
業
に
夢
を
託
す

川
川
氏
i

大
井
洋
閉
さん

（

－

uh
附

・
お
成
｝

「と
に
か
く
桝
が
好
き
で
、
山
仰
に
机
わ

る
仕
下
に
開
れ
て
い
ま
し
た
ま
だ
漁
師
…

。
大
蔵
圭
太
くん

ド
仙
一
見
の
大
脳
的
．

i；~ 
( 

さ
ん
火
必
の
片
山

｛平
成
7
年
Q
M
川
引
け
仲
に
）

山
岡
李
帆
ちゃん

政
塚
の
山
岡
知
博

・
出
起
子

さ
ん
夫
妻
の
長
女

（
平
成
7
年
叩
月
日
日
生
）

。
と
し
て
ぽ
明
け
山
し
の
身
で
す
が
、

f.(¥ 
ヵ：

州
れ
た
時
は
や
っ
ぱ
り
う
れ
し
い
で
す
ね
」

ト
八
件
さ
ん
は
、
附
川
山
川
以
一
川
州
市
山
身

佐
紘
vn
．
小
川
広
か
川
ば
れ
て
い
る
川
紅
、
制

け
削
て
は
初
の
以
外
か
ら
の
的
川
と
し

て
、
卜
川
か
ら
火
山
川
似
を
削
F
に
仕
引
を

し
て
い
ま
す

「
生
ま
れ
行
っ
た
昨
川
山
は
泌
が
な
い

所
そ
の
た
め
か
桝
へ
の
陀
れ
は
人
．
的

強
く
、
今
ま
で
は
点
以
で
ダ
イ
ビ
ン
グ
シ

ヨ
ツ
フ
に
勤
務
す
る
な
ど
し
て

い
ま
し

た
」
と
大
作
さ
ん

漁
業
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
が
漁
師
を
れ
何
処
し
て
い
る
の
を
知

リ
、
ど
う
し
て
ち

wWH
へ
の
思
い
を
絶

》

t
r

、

f
，銭
く

．
卜
八
決
心
の
水
、

師
会
を
あ
と

に
し
ま
し
た

制
作
、
目
的
－
M
川
漁
業
れ
で
似
み
込
み

な
か
ら
勉
強
の
日
々

幽－－、

111/ 

II午

分
に
加
に
山
て
、
沿
に
州
っ
て
く
る
の
が

午
前
川
川
こ
ろ
品
川
を

ω助
に
山
仰
し
た

筒
、
制
の
修

mな
と
を
し
て
午
前
中
に
は

L
L
H
ド
リ
’

h
E
f

，1
・J
’h
＠
串

よ
う
や
く
ん
f

の
佐
川
に
引

れ
て
き
ま
し
た
」
と
先
制
刷
で
品
し
ま
す

仕
が
ぶ
り
か
ら
、

脇
均
の
光
州
引
か
ら
は

本
メ
の
や
る
%
か
み
な
ぎ
っ
て
い
る

＃川判
a
U
上
々
で
す

「
海
、
山
、
川
と
’
H
然
位
か
な
初
日
町

ば
ぷ
附
ら
し
い
所
時
間
が
あ
れ
ば
什
似

市
て
散
策
し
て
い
ま
す
」

，．，ド・・・・

8
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：
l

j
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、e
H
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4

a
ノ

－mく
．
人
的
の
漁
師
と
な
り
、
船
の
似

縦
を
し
て
み
た
い
』

l
－

｝

t

’
l
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と
・
｜
分
釘
必
を
λ
A
W

く
九
川
り
ま
す

夢

か
な

－つ
（月
山
）

パ
向
山
小
学
校
六
年

ぼ
く
は
大
人
に
な
っ
た
ら
、
い
ろ

い
ろ
な
淀
川
を
し
て
、
み
ん
な
を
内

ば
せ
る
こ
と
か
で
き
る
刊
乍
V

れ
に
な

り
た
い
で
す
人
間
と
陪
同
が
共
作

で
き
る
肘
舛
を
創
っ
た
り
、
ど
ん
な

河
村
朔
一
朗
く
ん

一
州
以
で
も
治
す
楽
を
造
く
れ
る
よ
う

に
な
れ
れ
ぽ
と

思
っ
て
い
ま
す

み
ん
な
を
ド

~ 
拶なせ
てるに
すのす
ヵ、る
｛文ノ、
0) ！ニ

脇

山

朔

子

さ

ん

（
笹

川

）

さ
み
さ
と
小
学
校
六
年

f
、、ノ拘
1
4
、、ノド
H

〆争ム、

k
h
U
小
十

J
n
q
U
A

’r、
マ
リ
ン
カ
l

小
さ
い
時
か

い
つ
か
氷
族
館
の

ル
に
な
る
こ
と
で
す

ら
海
か
り
き
て
、

イ
ル
カ
と
a

紡
に
シ
ョ
ー
を
や
り
た

と

そ
し
て
い
つ

い
と
思
っ
て
い
ま
す

か
は
一
仏
い
小
川
で
イ
ル
カ
の
群
れ
と
a

紡
に
泳
い
で
み

～』、
J

、

f

f

 
イ
ル
カ

の
し
し
に
采
っ
て

み
た
り
し
た
い

で
す

賢情 さん （24歳 t横尾）
ーー歌呂苑一一

村上

私たちは子供が大好きで、将来教育学系に進学しようと

真剣に考えていました。ちょうどそのころ、町の生涯学習

課から Iわんぱく遊びサークルIのボランティアの募集が
あり、参加してみることにしました。

Iわんぱく遊びサークルjに参加しているのは、町内の
小学3、4年生。 4月から［農作業に挑戦jや「ペットボ

トルロケット作りJなどの運営を手伝ってきました。私た
ちの仕事は、小学生が楽しく、安全に活動ちきるように努

めること。はじめは仕事が上手くいくか、小学生となじめ

るかと心配しましたが、すぐに溶け込めたことで仕事も順

調に進めることができました。ただ、小学生をまとめるこ

との大変さも痛感しています。

しかし、活動をやり終えた時のうれしそうな表情を見る

たびに、ボランティアをしてよかったなあという気持ちに

させられます。子供たちには、これからもこのような活動

に積極的に参加して、創造性を伸ばし、良い思い出をたく

さん作ってほしいと思います。

ボランティアに参加してみて、教育学系に進みたいとい

う思いが、いっそう高まりました。 これからも機会があれ．

ば、参加していきたいと考えています。 ｜ 

ミ子供たちが大沼きです

。

と

い
い
な
あ

勝
原
里
恵
さ
ん
（
南
保
・
越
）

出
似
小
川
子
校
h

ハ作作ドい

弘
の
少
は
、

持
つ
こ
と
で
す
小
さ
な
れ
分
の
山
を

払
は
お
山
県
子
を
作

る
の
が
灯
き
な
の
で
、

小
さ
な
岐
ぷ

山
み
た
い
の
を
聞
き
た
い
で
す
今

は
あ
ま
り
上
子
に
お
民
f
を
作
れ
な

い
の
で
、

私
の
作
っ
た
お
柴

f
で
日

一ん
で
も
ら
え
る

／、．
コ
、ト上れ
γ
・』

－

t

L

（
 

な
る
よ
う
に
必

に
向
か
っ
て
勉

悩
中
で
す

（窪
田
）

．、，
t
．ーに、，
r
．・．
ζ

．、．
1

1
f
．’4
．J
A川l
pJ
h
u
，ノ行

ぼ
く
の
必
は
、
十
作
．
～
u
u
m
に
な
る
こ

と
で
す
ぼ
く
の
父
さ
ん
は
ι
N
M

で
、
い
つ
も
栄
し
そ
う
に
仕
が
を
し

畷
田
祐
二
く
ん

て
い
ま
す

そ
の
迩
を
け
ん
て
、
父
さ

ん
の
よ
う
に
ど
ん
な
仕
ポ
で
も
峨
が

ら
ず
に
、

て
い
ね
い
に
す
る
伝
円
以

一に
な
り
た
い
と

々
え
ま
し
た

ミ
M

．、
3

、

や
J
A
M
j

父
ふt、．

ん
の

Fμ
い
ち

し
て
み
た
い
と

山
っ
て
い
ま
す

新
メ
ニ

ー

社
会
人
と
な
っ
て
－
八
年
川
。
刻
化

は
、
阿
親
と
と
も
に
焼
き
肉
店
を
常

ん
で
い
ま
す
。
制
町
の
い
専
門
学
校
や

県
外
で
の
修
築
後
、
朝
日
間
に
U
タ

ー
ン
。
新
し
い
メ
ニ
ュ
ー
を
加
え
た

り
、
タ
レ
を
変
え
た
り
山
分
な
り
に

仁
夫
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

お
併
さ
ん
に
内
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
、
メ
ニ
ュ
ー
を
附
申
し
て
い
き
た

い
で
す
ね
。

休
み
の
け
が
ぶ
だ
ち
と
ん
け
わ
な
い

の
が
悩
み
で
す
が
、
パ
ソ
コ
ン
辿
い

で
の
将
棋
や
バ
イ
ク
に
乗
る
の
が
趨

味
。
日
以
近
は
巡
動
不
足
が
ち
な
の
で
、

川
か
ス
ポ
ー
ツ
で
も
始
め
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

結
婚
は
今
の
と
こ
ろ
々
え
て
い
ま

せ
ん
が
、

三
十
歳
ぐ
ら
い
ま
で
に
で

き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
理
想
の

タ
イ
プ
は
明
る
く
て
思
い
や
り
の
あ

る
人
で
す
。
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広
報
係
で
は
「
ふ
れ
愛

ご
う
さ
点
」
の
各
コ
ー
ナ
ー

に
出
て
い
た
だ
け
る
人
や
グ

ル
ー
プ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

「出
て
み
た
い
」
「出
し
て

あ
げ
た
い
」
人
が
お
ら
れ
れ

ば
、
広
報
係
（

宮
役
場
内
線

2
1
2
）
へ
ご
一
報
を
。
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の
つ
ぶ
や
き

ちたもど〔お
米
も
ね
ん
ね
？
〕
（3
成
山
）

散
歩
の
途
中
、
稲
が
迫
端
に
き
れ

い
に
悦
べ
ら
れ
て
い
る
の
を
見
て

O

「先作仁
川ん
て
、
お
米
も
…
被
れ
た

わ
ー
っ
て
需
っ
と
る
よ
」

保
母
「
そ
う
か
な
」

O

「
う
ん
。
だ
っ
て
き
ち
ん
と
税

ん
で
抱
と
る
も
ん
。」

R
i
「そ
う
や
、
ね
ん
ね
し
と
る
ん

（ ね保
ど先 」時
う生 「 や

しの 号守

主ほ ；‘了m づ 、 ｝

L、J、之
のは

5 
散

み
ん
な
と
同
じ
ゃ

H 

「先
生
、
ど
う
し
て
ほ
っ
ぺ
の

質
ん
中
だ
け
亦
い
が
つ
」

「
こ
れ
ね
、
ほ
お
べ
に
っ
て
a

盲

｛そ
う
や
ね
」

保
付

『リ
ン
ゴ
の
ほ
っ
ぺ
み
た
い
で
、

す
て
き
じ
ゃ
な
い
つ
」

？っ
ん
；
」
（
し
ぶ
し
ぶ
返
事
）

M M （パ
ス
早
く
来
な
い
か
な
〕
（3
此
山
）

パ
ス
が
米
る
の

闘
外
保
育
の
目
。

を
待
っ
て
い
る
時

A

「
パ
ス
ま
だ
米
ん
が
か
な
っ
・
」

保
付

「ま
だ
時
間
に
な
っ
て
な
い
か

ら
ね
。
す
ぐ
米
る
よ
』

A

「
う
ー
ん
。
も
し
か
し
て
パ
ス

風
邪
ひ
い
て
巡
い
ん
か
な
」

保
付
「
本
中
」
に
風
邪
や
っ
た
ら
ど
う

し
ょ
、
つ
つ
」

A

「え
l
ど
う
し
よ
う
つ
』

パ
ス
が
時
間
通
り
に
米
る
と

「あ
l
よ
か
っ
た
。
胤
邪
じ
ゃ

な
か
っ
た
ね
」
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E

d
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E
河
川

1
4
d
l
コ
フ
ん
4

7
何日戸
p
f
u岬
け

u
d
－

税
務
総

保
母
う
の
よ
」

H 

「お
顔
全
部
に
つ
け
ん
が
け
っ
」

「
だ
っ
て
、
お
顔
全
部
に
つ
け

た
ら
兵
つ
赤
に
な
る
じ
ゃ
な
い
」

〔問
題
〕

①
山
附
・
大
家
山
の
統
行
小
学
校
は

平
成
何
年
に
川
校
予
定
つ

A
山
川
年

B
川
作

C
ロ
年

②
平
成
8
年
の
町
の
決
算
で
、

歳
入

の
う
ち

一
番
多
か
っ
た
の
は
？

A
川
悦

B
地
万
交
付
税

C
町
伯

③
来
年
（
平
成
川
午
）
は
な
に
年
つ

A
と
ら
年

B
う
さ
ぎ
年

C
ひ
つ

じ
年

｛
応
募
方
法
〕

交
は
が
き
に
符
え
の
けル
リ
、
作
所
、

氏
巧
、

年
齢
を
川
い
て
ロ
川
ロ
什

（当
日
消
印
有
効
）
ま
で
役
場
総
務
課

秘
件
広
報
係
（
一

Tm－
W
刺
H
町
迫
下

1
1
3
3
）
へ
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

抽
選
で

3
人
に
図
書
券
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。
前
回
の
当
選
者
は
ル
シ

フ
ァ
ー
さ
ん
、
無
印
・
以
品
さ
ん
、

u

p
s－
D
E
D
O
W
N
さ
ん
に
決

ま
り
ま
し
た
。
今
川
は
多
数
の
投
稿

が
あ
っ
た
た
め
、
イ
ラ
ス
ト
の
相
峨

は
抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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志
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企ラプラブM知花ち
ゃん（131

｛九4
ほ

i”＇・＂・＇亀

“明日の朝日を考えよう”を

テーマに町長と話す集いを開催

し、数多くの提言などをいただ

いています。その中で、 l年の

間に町民の方からのニーズが増

えていることに、改めて驚いて

います。現在、橋本内閣におい

て6つの改革が進められており
ます。lつ1つは言いませんが、
町民の皆さんも関心をもって見

守りながら、ご意見をお聞かせ

願えればと思います。

来年度から3カ年、前年度予
算対比15%減になります。今、
市町村において、どう予算編成

をすれば良いのか悩める時期で

あると思います。調査貨を使っ

ても、事業の中止や休止といっ

た措置がなされています。当町

でも、農業用水の確保と治水の

ため要望していた山合川ダムも

中止となりました。笹川地内で

着工している大規模林道も見直

しがあるとか。また、漁港整備

費の縮小などなど…。超高齢

化・少子化社会の到来や旧国鉄

の債務を抱えることから2000
年（平成12年）は、 1つの区切り
と見ることができます。国 －

県・町ともに、この大変化期を

乗り越えなければいけない、と

強く思っております。

先日、アゼリアホーlレで fし

んしゃく源氏物語jの公演があ

りました。帯、氏の君をひたすら

待ち続りる健気な姫の物語。演

劇は役者と観客との呼吸で演じ

るものであり、 繊細な心は男優

の方が表現できるとのこと。演

劇を鑑賞するという貴重な体験

をできたと思うとともに、 f{)¥ 

は何が行われるのかなj と期待
もしました。

＠ 
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朝日町美術展第18回A← 
τ丈

や持

の

秋

問
川
引
円
か
ら
け
川
3
け
ま
で

の
4
円
問
、
第
川
山
田
制
白
町
美
術

展
が

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ

1
ル
「
ア
ゼ

リ
ア
」
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

美
術
展
に
は
、
給
州
や
丹
、
彫

刻

・
工
去
、
写
真
の
符
部
門
に

1
2

7
点
の
力
作
が
市
せ
ら
れ
、
会
期
中

に
は
多
く
の
町
民
の
押
さ
ん
が
鑑
れ

に
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

、

力

作

印

占

｛
審
査
員
講
評
｝

〈絵
画
〉
や
が
て
加
回
に
な
ろ
う

と
す
る
成
呆
で
あ
ろ
う
か
、
今
回
は

前
凶
に
比
し
、
さ
ら
に
充
実
し
た
絵

柄
的
内
特
を
も
っ
た
作
品
が
多
か
っ

た
。
特
に
上
府
の
惇
昧
が
大
き
く
、

申
l
然
病
気
の
あ
る
、
胎
動
を
感
じ
さ

せ
る
民
山
口
会
に
な
っ
た
こ
と
は
H

リげば

し
い
。
打
い
附
代
の
美
的
創
造
へ
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
接
種
に
つ
い
て

昨
年
、
全
国
的
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
猛
威
を
振
る
い
、
多
数
の
患
者

が
発
生
し
ま
し
た
。
特
に
尚
齢
符
で

は
、
死
亡
行
が
山
る
な
ど
大
き
く
報

道
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
そ
ろ
そ
ろ

凶
行
す
る
時
則
を
迎
え
て
い
ま
す
。

材
宅
時
の
下
洗
い
・
う
が
い
の
励
行
、

卜
分
な
休
日
必
と
附
似
を
と
る
な
ど
し

て
、
こ
の
冬
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か

っ
た
ら
早
め
に
医
掠
機
開
会
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

予
防
接
種
は
受
け
ら
れ
る
の
？

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
桜
附

は
、
社
会
全
体
の
山
流
行
を
抑
比
す
る

研
究
デ
1
タ
が
な
く
、
流
行
す
る
ウ

イ
ル
ス
の
型
が
、
捉
え
が
た
い
こ
と

な
ど
か
ら
、
予
防
接
純
法
の
改
正

一
平
成
6
年
川
川

l
H
）
に
よ
り
任
立

医療の現場から

あ

湾r,~ 
藤3皇
素t男
子こ科

医
師

の
予
防
接
種
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予

防
桜
柿
に
は
、
個
人
の
発
病
防
－
t
効

果
や
前
日
制
化
防
止
効
拠
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
各
例
人
が
最
奇
り
の
医
師
と

相
談
し
、
桜

mを
受
け
る
こ
と
が
噌

ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

予
防
妓
舶
は
ん
十
年
齢
を
対
象
と
し

ま
す
が
、
特
に
保
有
所
、
小
中
学
校

の
児
童
生
徒
並
び
に
高
齢
者
の
方
を

対
象
と
し
て
い
ま
す
。

様
相
を
あ
明
さ
れ
る
万
は
、
明
日

川
内
で
は
．
ト
記
の
医
紺
機
関
で
桜
川
刊

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

1

3
4
週
間
制
で
2
間
接
刊
が
川
崎
本
と

な
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
勺
該

医
的
機
聞
に
辿
絡
の
う
え
接
附
し
て

く
だ
さ
い
。

料
金
な
ど
詐
し
い
こ
と
に
つ
い
て

は
、
科
医
煉
機
関
へ
お
問
い
ん
け
わ
せ

く
だ
さ
い
。

＠ 
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
ま
だ
米
消
化
の
点

を
感
じ
さ
せ
な
い
こ
と
も
な
い
が、

出
新
な
助
勢
を
発
散
し
、
明
日
へ
の

雌
動
を
期
待
さ
せ
る
。
（
松
合
峨
司
）

〈
醤
〉

今
回
の
公
募
お
点
に
は、

新
川
ぷ
胤
の
作
品
か
ら
伝
統
川
、
近

代
川
文
同
門
川
、
か
な
、
刻
バ
ま
で
州
民

い
山
川
と
な
っ
て
い
る
。
什
山
で
L
八

問
な
出
い
を
来
し
ん
だ
作
品
が
多
い

が
、
さ
ら
に
こ
の
上
は
山
ぷ
域
を
出
め

る
た
め
に
も
、
ス
タ
イ
ル
の
み
で
な

く
材
題
に
よ
っ
て
濃
塁
、
淡
墨
等
を

使
い
分
け
た
脳
広
い
作
品
を
発
炎
し

て
ほ
し
か
っ
た
。

（
水
山
舵
湖
）

〈
彫
刻
・
工
芸
〉
例
年
な
く
山
川

以
数
が
少
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
。

し
か
し
、
例
々
の
作
品
に
つ
い
て
は

木
、
陶
、
紙
、

ア
ク
リ
ル
等
ぷ
材
の
特

性
を
牛
い
か
し
て
の
秀
作
そ
ろ
い
で
あ

っ
た
こ
と
は
、
せ
め
て
も
の
収
艇
で

あ
っ
た
。

（殿村山いん議）

〈
写
真
〉

》
真
部
門
の
応
以
は

年
々
地
加
し
て
お
り
、
特
に
火
性
が

附
え
て
い
る
の
も
う
れ
し
く
川ゅ
う
。

人
口
さ
れ
た
作
品
も
し
っ
か
り
出
つ

で
あ
り
、
米
年
に
期
待
し
た
い
。

（
米
間
利
附
）

な
お
、
町
民
L

入
社
に
抑
い
た
の
は

次
の
万
々
で
す
。

O
絵
画
の
部

O
魯
の
部

O
彫
刻
・
工
芸
の
部

O
写
真
の
部

第
臼
田
国
民
体
育
大
会
秋
季
大
会

（w
m
i
%

大
阪
府
）

陪
上
競
技
マ
少
年
少
女
A
－

l
o
o

M
障
害
準
決
勝
8
位
河
内
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・
4
0

0
M予
選
3
組
4
位
慣
川
成

第
M
M
回
魚
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黒
部
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入
善
問
駅

伝
競
争
大
会
（w
m
品
川
州
市
1
人
内
町
）

マ
一
般
の
部
2
位
か
も
し
か
ク
ラ
ブ

マ
女
子
の
部
2
位
R
S
ス
マ
イ

A
 
レ・J第
日
回
協
会
長
杯
ピ

l
チ
ボ

l
ル

大
会
兼
選
手
権
朝
日
町
予
選
（%

5

%
文
化
体
行
セ
ン
タ
ー
）

マ
川

r
－
A
ク
ラ
ス
l
仰
山
附
B
6

C

2
純
N
W
0
・
B
ク
ラ
ス

l
枕

山
崎
B
B
C
2位
洲
札
Q
－

C
ク

ラ
ス
l
位
制

2
似．
h
ケ
山
・

D
ク

ラ
ス

1
位
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い
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2
位
大
家
比

ビ
l
チ
ボ

l
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会

マ
k
f
－
A
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l
杭
V
K
N
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2
似
B
V
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B
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ラ
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l
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ゅ
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2
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大
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ブ
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ク
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l
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町

2
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ロ

i
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・
D
ク
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ス

l
位
大
家
庄
ス
マ
イ
ル

2
位
ト
ン
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ス
県
秋
季
選
手
権
大
会

（
w
m

．
%

μ
附
ス
ポ
ー
ツ
コ
ア
）

マ
混
合
刷
版
4
位
k

悶
井
一
バ
チ

・k
川
井
川

人
組
3
市
1
郡
選
綴
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（%

魚
津
市
営
天
神
山
球
場
）

ス
ケ
ッ
ト
ポ

l
ル
部
〈

2
的
朝
川

中
サ
ッ
カ
ー
m

A

3
似
仰
け
小
野

球
部
A

マ
’
天
下
対
抗
の
部
l
位
朝
日
中
女
子

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

2
位
朝
円

小
k
f隙
上
競
校
部

3
似
制
川
中

’K
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

V
区
間
賞

マ
地
Mm
対
抗
の
部

2
似
坂
雌
成
明
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12月のスポーツ
o町民夜間バレーボール大会
1日伺） . 3目。1.J919:30～
サンリーナ第1

o町民柔道大会
7日（日）13:00～
サンリーナ格妓室

長
井
琢
雌

上
野
山
六
五
f

大
川
山
附
λ
J

中島消安

医療機｜別名 ',U,1,fj需号 予約 政極実施円 IJ.¥;

あさひ総什州｜坑
83-1160 

必 '&( l何 !'I: J 1～金曜日 900～16:00 （内川 f'J 120) 小川l'I: JI～金曜fl14・：00～16:00’l、？U'I129 

{JI !ti 院 83-0504 ，， ，診療時 P.IJIλl 

'"' 桜 Y長ー 院 82‘0010 ，， ，， 

鮪 ！？｛ 院 82-1118 ，， ，， 

Jll ｜災 院 82・0120 ，， ，， 

JJi E巨 j両 作1；句じ 83-2299 ，， II 

fi¥ iミ i災 82・0051~ II II 

第2回あさひフレッシユテニス交歓大会
日時 12月14llOD
午前91時～初心者－講1"'1

午前I011.＇／～交歓大会
サンリーナ第2 体fi'~

町iAJに｛£0：または勤務する／i
l人100111 
原則と して2人ペアで。（ただし、明性｜叶 l；は不
可）教行委t1会スポーツ係（宮内線323）まで。
交歓試行のみの参加もnf。

会場

対象

参加ll(

tlt.il:み

－
位
エ
ク
ス
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レ
ス

県
レ
デ
ィ
ー
ス
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手

権
大
会
（
万
人
収
．
U
川
辺
動
公
附
）

1
位
レ
モ
ン
ズ

第
6
回
陸
上
競
技
県
高
校
学
年
別
大

会（
W
A
以
悦
五
削
除
上
競
技
財
）

マ
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4
0
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M
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1
仰
川
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良
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・
点
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跳
j
午
｜
似
引
本
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女
子
第
川
田
県
ク
ラ
ブ
対
抗
駅
伝

競
争
大
会
（
万
川
市
山
）

マ
一
一
般
交
正
3
位
制
H
R
Sク
ラ
ブ

第
白
田
町
民
駅
伝
競
争
大
会
（%
町

民
駅
伝
コ

l
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V
総
合
成
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マ
地
区
対
抗
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部
1
位
大
家
庄
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2
位
市
保
体
協

3
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て・
Nn

A 体
協
マ
ク
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ブ
対
抗
の
部
1
位
朝
円
中
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区
民
川
広
樹

池
川
倣
バ
川

マ
ク
ラ
ブ
対
抗
の
部

祐
輔

2
区
加
藤
悠
太

和
也

4
区
大
森
大
介

俄．
4

6

K
川
村
村
刷

マ
女
f
対
抗
の
部

l
M
m雌
問
山
内

f

2
区
体
寿
賀
子

3
M川
瀬
沙
貴
子

4
Kル
久
夫
ι
J
5区
占
沢
悦
子

6
K怖
い
川
ゆ
か
り 5

．M
森
川
誠

6 
IX: 

l
区
大
久
保

3
区
尾
山

5
区
栄
川

0町民バレーボール大会

7日目9:00～サンリーナ第2

o寺田杯ミニバスケットポール大会

14日（日9:00～サンリーナ第1

o町卓球選手権

｜ 川附：…J1-1中体育館

o町民ピーチポール大会
7日（日9:00～サンリーナ第1

おっぱいとお月様
ー乳がん検診の勧めー
［気にはなるけど、検診はち

ょっとん 女性にとってそう感

じる検診の1つに乳がん検診が
あると思います。し力、し、生活

篠式の欧米化に伴って、乳がん

は日本女性にも身近な病気にな

ってきています。西暦2000年
に乳がんは胃がんを抜いて、 女

性では最も多いがんになる、と

も予想されているのですから、

ただごとではありません。

乳がんと紛らわしいのは乳膜

症です。乳腺をつまむとしこり

のように触れ、全体がざらざら

した感じに触れるのが乳腺症の

特徴です。乳腺の痛みと張った
感じが主な症状で、それが強く

なってくると Iもうすぐお月棟
がやってくるjと感じる方も多

いのではないでしょうか。

乳腺症から乳がんになるとは

言われていませんが、乳腺症の

人に乳がんができた場合、非常

にわかりにくいため発見が遅れ

ることがあります。乳腺症の方

は、乳がん検診を定期的に受け

ることをお勧めします。ただし、

ホルモンの分泌により乳腺の状

態は変化します。微妙な変化は

やはり自分が1番わかるもので
すから、月経が終わったころに

自己検診をする習慣をつけまし
ょう。

また、 年齢を重ねるほど乳が

んになる危険性は高くなりま

す。いくつになっても女性は女

性。自覚を持って自分の体を管

理しましょう。

＠ 



は
た
ち
の
思
い
出

大
人
の
自
覚
で

朝
日
町
成
人
者
名
簿

こ
の
名
簿
は
、
昭
和
臼
年
4
月
2
Hか
ら
昭
和
日
午
4
月
1
1ま

で
の
聞
に
生
ま
れ
た
人
で
、
平
成
9
年
け
月

l
u現
布
、
朝
日
町

に
住
民
票
の
あ
る
人
を
載
せ
て
あ
り
ま
す
。
（
敬
称
略
）

午、l正、，~ 平畑

田野川坂坂

峰

ござ～、ますつ

栄えある受賞
おめでど 秋

夫

長

人

美

樹

鮎

美
智

治

真
由
子

Ill盛翠週IEE'lm冨.... ヨ.. －－－翠匡彊

五
箇
庄
〈
鈎
名
）

安

達
安

達

追

分
大
久
保

浦松美樹

担1：去春

漂
田
輝
雄
さ
ん

（川
山

・
刊
成
）

岡
田
三
郎
さ
ん

（三
枚
楠

・
mw成）

朝
日
岳
方
面
山
岳
遭
難
対

策
協
議
会
教
助
隊

（隊
H
M

行
円
邦
夫
さ
ん
）

今年の成人式から

て17.if1j ノkノkノ＇／＜ 11< 1.k ~ 7/<ノkノk* 

き平成lO年1Jil5H休）

午前10時から

あさひコミュニティホール

IアゼリアJ

式成人

境
（
ロ
名
）

邑

’IH l7i 1'1!樹

l：森i:.~ 1：.~ ~＂~ 1:.11 1::1 

i’I制J手

五：』

南洋琳 lタ

砧砧砧

宮
崎

（8
名〉

大

山

川

上

自

也

づ
司
，

e
’t’

佐
々
木

市

茂

長

谷

隆

広
史

子
す
み
れ

真

即

久

代
・4京
n

，

カn謀扇扇ギ演技津川柳

JI.長義谷谷

品由了T ;r:-i. 
／）、 J』

ド 1I• 搾木浦！日l

陽会E

子h正
－H
4
 

及
川英

く
る
み

博静

秋
の
褒
章
で
丙
色
桐
葉
草
を
受

口
さ
れ
た
沢
川
抑
雌
さ
ん
は
、
北

限．
U
h
μ
魚
津
川
引
業
所
配
屯
諜
作
業

長
と
し
て
刊
年
間
に
わ
た
り
、
配

泊
業
務
に
桝
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

計
州
設
計
で
氾
力
供
給
の
信
頼
向

ヒ
を
州
り
、
下
仙
似
似
川
に
も
努
め

ら
れ
ま
し
た
。

交
通
安
全
の
分
野
で
長
彰
を
受

け
た
附
間
三
郎
さ
ん
は
、
昭
和
ぬ

年
以
米
お
年
間
に
わ
た
り
、
ぃ
父
過

半
故
の
防
止
前
動
に
積
極
的
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
黒
束
交
通
安

全
協
会
会
長
を
は
じ
め
関
係
団
体

の
要
臓
に
あ
っ
て
交
通
安
令
志
識

の
日
拐
に
時
刈
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
命
救
助
の
分
野
で
衣
彰
を
受

け
た
朝
日
岳
方
面
山
岳
迎
難
対
策

協
議
会
救
助
隊
は
、
附
利
川
刊
何
千
以

米
犯
作
間
に
わ
た
り
、
明
日
日
万

而

一
川
市
で
発
生
し
た
数
多
く
の
山

間
迦
蛾
に
出
勤
。
あ
ら
ゆ
る
困
難

を
克
服
し
て
避
難
者
の
捜
索
救
助

活
動
咋
に
奇
与
さ
れ
て
い
ま
す
。
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大相.'1・＝ Hl ~河川越航 l刈込
JI: 

HI本川 ilt川 11111刊行川出村本

大菅小金由柳竹宕 fJ~ r1i抗告II、1－：山森堀認証 j泌 j弔問｜品l イ i 成費I~ h・i鍛 j出新藤藤官坂坂石井

谷行中

泊

3
区
（
お
名
）

j保イi久朗

中村藤 j事

光利均Ii'li!ま開 R
ー ゆ

f- jう諭印！大徳 1主み

f博子絵也忠ー l低太

脅大智志

門 :Jt:松山井下

侵 JJ英和

口橋口

百 千絢

里美沙
討
刷子恵美

長
奈
子駆

円

麻理尚智梨

波 1J<治 j事村田井川

i政純

JI: 

他山

I

．、、
1

．，，

d
d

・J

英

里
子

砂

静

忠
暁

美
明
日
喬仁

千

存
奈
々
子

問問問野間岡川｜判 JI:

名簿に名11iJが載っていなくて
も「成人式jには出席できま
す。就学 ・就業等により、住
所が朝日町にない方で、ご家
族が町内に住んでいる方やll 
月以降に町内に転入された方
も、朝日町の成人式に出席で
きます。
希望される方は、 12月12日ま
でに教育委日会生涯学習課へ
ご連絡ください。

（念役場内線323)
f 

一寸

消

団

」

「
秋
季
訓
練
し

防

子子i）ミチ( ~-c ・i'J: 一子広希代｛彦織輔

u
n
2
1、
制
川
川
消
防
回
駄

争
訓
糾
が
山
犬
施
さ
れ
ま
し
た
。
閉口内

全
域
に
わ
た
り
巡
凶
広
報
や
放
水
訓

練
、
分
列
行
進
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。ま
た
、
泊
地
区
の
松
涛
町
で
は
町

内
の
皆
さ
ん
も
参
加
し
て
、
初
期
消

火
な
ど
の
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た
。な

お
、
消
防
問
秋
季
衣
服
伝
述
で

は
、
次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

也

会
富
山
県
知
事
現
場
表
能

大
矩
勝
也
（
第
1
分
団
団
員
）
、
前
川

親
則
（
第

2
分
間
団
封
）
、
搬
森
栄

（第

3
分
川
同
日
）
、
新
川
英
雌
（
第

4
分
川
同
日
）
、

山
間
知
也
（
第
5
分

間
班
長
）、

伊
藤
友
文
（
第
5
分
団
団

竹
谷
稔
（
第

6
分
団
団
員
）
、

大
野
茂
抑
（
第
6
分
同

M
U）
、
同
心
円

以
ぷ
（
消
防
本
市
消
防
t

H
H
）

食
朝
日
町
消
防
団
長
表
能

川
似
光
雄
（
抗
1
分
川
同
以
）
、
迫
F

博
文
（
第
2
分
間
問
民
）
、
以
雌
利
治

（却

3
分
川
川
此
）
、
山
川
和
徳
（
出

4
分
川
川
此
）
、

竹
内
沙
（
出
5
分
川

団
員
）
、
稲
葉
宇
治
（
第

6
分
団
同

会
朝
日
町
消
防
団
長
消
防
協
力
者
表
髭

貝）、
会
社
け
一

刈
川
保
久

会
朝
日
町
長
退
図
書
感
謝
状

滞
井
喜
治
（
元
第
1
分
間
団
員
）、
明

地
武
雄
（
一
冗
第
1
分
間
団
員
）
、
鹿
能
…

智
明
（
A
第
1
分
間
出
口
）
、
池
原
武

二
L
R
3
A’
H
州
・2三
、
H

川
レ
ト
宮
川

’
i
J

《，，
．、，，＼
a

，i
l
E
L
I－
－
s
、

・

vz
／

・
4
1シ

一．ん部

3
分
同
川
口
）、

丸
山
成
行

（
元
第
5
分
間
眺
民
）

第 illm ~1 }I消
3 団 3 3 桁 防
分）分分） 団
l司 l0 11"1 I司 10章〈
分 JJ MIJ分 Jl部
｜什 J7分卜i・118異
長円｜寸｜μ ｜｜動
H J這 ｛、「
昨j Jlli 
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社会福祉協議会だより

朝日町社会福祉協諦会は、

皆さんと共に地域の福祉

向上を目指す民間社会福祉

団体です。

場所 朝日町福祉センター内

ふくし

＠ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
集
い

｜
南
保
小
ハ
ー
ト
フ
ル
委
員
会
活
動
発
表
｜

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
集
い
が
ゆ

月
げ
打
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー

ル
「
ア
ゼ
リ
ア
』
で
約
4
0
0人

くらしの情報室

告83-1,00 

募

町
新
川
む
つ
み
園
の
職
員

朝日町役場

採
用
予
定
人
員

生
活
指
導
口

受
験
資
格

・
学
校
教
育
法
に
法
づ
く
大

宇
、
制
則
火
山
下
ま
た
は
いW
門川下

校
に
お
い
て
、

Mm枇
｛社
会
予
）
、

数
行
学
、
心
州
川下

η
の
川
市
山
似
を

取
仰
し
て
俗
楽
し
た
μ
円
。

・
平
成
山
年

3
川
ま
で
に
い
給

油
ポ
見
込
み
の
行
。

－
社
会
制
制
脳
川
以
来
務
経
験
炉
刊

で
の
必
と
川
呼
の
怖
い
怖
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
行

試
験
日
時

．中
成
川
作
l
川

は
円

ω午
前
9
時
か
ら
午
後

4
時
会
湯

9
ヤ刊
碍
皮

入品情門
町
民
会
館

D£C£1v78£R 

が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

山
明
佳
、
グ
ル
ー
プ

・
個
人
合

わ
せ
て

8
1
3人
が
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
登
録
。
多

相
多
械
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
夫
践
し
て
い
ま
す
。
こ
の
日

は
、
的
動
発
表
な
ど
を
辿
し
て

間
報
交
換
や
結
ボ
を
阿
り
ま
し

た
。第
l
部
で
は
、
府
保
小
学
校

と
ニ
紀
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
が
活
動
発
表
。
雨
保
小
学

校
ハ

l
ト
フ
ル
委
員
会
が
、
ス

ラ
イ
ド
を
使
っ
て
円
ご
ろ
取
り

組
ん
で
い
る
、
花
い
っ
ぱ
い
運

動
や
独
り
袋
ら
し
老
人
の
訪
問

活
動
の
成
果
を
報
告
し
ま
し
た
。

第

2
部
で
は
、
山
崎
保
行
所

の
闘
児
や
民
謡

・
踊
り
で
打
磯

先
、
病
院
、
老
人
会
な
ど
で
活

動
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
が
円
ご
ろ
の
成
東
を
彼

館
し
ま
し
た
。

綴
用
時
期

平
成
問
年
山
山
川

受
付
け
期
間

ロ
月
山
日

ω

か
ら
ロ
川

M
nω

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

人
情
山
川
町
浦
山
新
2
2
0
8孫
地

社
会
福
社
法
人
新
川
む
つ
み
同

（倉
市

1
1
1
3
1）

（催
E
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

研
修
会
（
講
演
会
）

日
時

ロ
川

2
H
ω
午
後
7

時
mw
分
か
ら
9
時
ま
で

岨吻所

役
均
4
階
大
ホ

l
ル

対
象

汁
少
年
ス
ポ
ー
ツ
川
体

指
導
行
及
び
教
行
関
係
抗
日
（

一

般
町
民
も
吋
）

講
師

あ
さ
ひ
総
合
病
院
寺
出

版
入
院
長

演
題

ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
お
け

る
循
環
器
系
の
陶

η
と
そ
の
対

策参
加
費

1！！~ 
料

お

町
消
防
設
備
士
試
験

間
臓
の
種
類

叩
州
｛l

・
4
）

乙
附
（
1
・
4
・
6
・
7
）

間
隙
実
施

B

dr成
旧
作
2

）

）

 

凡
7
日
仏

・
8
目
的

試
験
会
湯

出
山
以
防
災
セ
ン

タ
ー
山
山
市
位
同
町
4
．I
H

＠ 

あり功fとう
あたたかい志怒 ω車B日町醤灘
(10周11日～1'11司10日）

Oとく争fさんカ‘ら 2,524円
Oとく名さんカ、ら 973刊
Oボランテイアグlレ一プニ紀
会さんからボランティアの

集いIハーティのF山売上金

25,000ILJ 
0東京都 山悶友子さんから
手づくりの保険証・カード

入れ、ズック入れの売上金

21β00円
O殿町 躍進熊flllーさんから
ホールインワン£念として

100‘000円

あ
た
た
か
い
庁こ
こ
ろ
H

を

「愛
の
袋
」
に

｜
成
来
た
す
け
あ
い
運
動
｜

今
年
も
は
川

l
uか
ら
引

け
ま
で
の
則
附

『地
域
で
さ
さ

え
あ
う
あ
っ
た
か
い
お
正
対
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
成
ぷ
た
す

け
あ
い
巡
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ

く

「愛
の
袋
」
募
金
は
、
恵
ま

れ
な
い
家
催
や
寝
た
き
り
老

人
、
重
度
心
身
附
富
者
、
長
期

入
院
者
、
縮
祉
施
設
人
所
者
な

ど
に
お
見
舞
金
と
し
て
お
届
け

し
ま
す
。

昨
年
、
出
向
さ
ん
か
ら
お
寄
せ

い
た
だ
い
た
『
愛
の
袋
」
械
金

1
9
7万
1
9
6
4円
に
、
町

か
ら
の
立
山
金
1
1
3
万
4
0

平成9年11月分

0
0
円
、
町
議
怠
鎖
行
か
ら

山
方

7
5
5
2
門
を
加
え
、

5
7
6名
の
方
々
に

3
2
3万

3
5
1
6円
の
お
見
舞
金
を
お

届
け
し
ま
し
た
。

「愛
の
袋
」
募
金
の
取
り
扱

い
は
、
担
当
民
生
委
員
児
竜
委

日
ま
た
は
町
内
会
長
さ
ん
に
お

願
い
を
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
あ
っ
た
か
い
思
い

や
り
の
気
持
ち
を

『愛
の
袋
』

に
お
願
い
し
ま
す
。

福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

表
彰
者

開即日刊凶笛山県社会補祉

大会が叩月別口信山市で

開依され、町から次の方々

が表彰・感謝の栄誉を受け

られました。

富山県社会福祉協議会長

竹内礼f（社会桶祉施設関
係功労者）

椛の木グループ（社会福祉

ポ策協助事n）

富山県共同努金

盤I霊 求人臓破 ~ " 縄金 性 f.t#ill所 t草間 資信経蛾
醤号 tll'j.'f ，.，』 百’ 休 日 人u 免 iヰ 2事

漁 関 18才～ 260.000' 男
制宮崎

2 不問70才 白、祝

2 一般土木作濃~
18.J～ 180.000～ 

男
開。；B保

3 普通自動車免許60.J' 300.000 日祝‘第2.4土画面白 以上

3 電気工穆士 18才～ 170,000- 男
制。治

2 普通自動車免許45才 300.000 日祝、土｛同2回以上｝

4 家員製造工 18才～ 119.000～ 男女 制。 ill尾 2 経験者優遇65.J' 251.328 目、第2土頃

5 箆機オベレータ 60.? 299.000～ 男女 朝笹川 車問系建綾織健
以下 368.000 自也l軍曹月ンン7ーに，；：（＞ 運伝｝主能

6 レジ目白完．－事H 18才～ 130.000～ 女
朝平協

2 ill李程度30才 135.000 他｛週休2日）

7 縄戸製作及び禍込み 18才～ 109.200 女 鋼平櫛 2 不問40才 日土視

8 ヘルパー 30才～ 800-850 女 鶴湾下 3 本間｛バ ード ｝ 55才 ｛問問鎗l 他｛交邑で体む｝

9 製品の吊リ下げ降 30；叫下 1.300 ’E吉正 明ニ彼縫 1 不司ろし、箱路め ti＇－ト （！~閉館。 B土

10 軍司ill及び販売員 18才～ 890～940 女 硯．平t葺危 4 普通自勧車免許あ
｛パ ート ｝ 35才 （筒燭絡， 他（4週6体｝ れ11尚司

ホット求人情報5
の
加

願
書
受
付
け
期
間

ポ
成
問
年
1
月
7
H附
か
ら

l
月
川
村
山
附
ま
で
に
県
防
災
セ

ン
タ
ー
へ
従
川
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
川
附
判｛

gmー

0
0
0
9）
へ
お
川
い
A
H
わ
せ

く
だ
さ
い
。

E
園
の
教
育
ロ
ー
ン

刈
校
、
・
仙
ぃ場
、
一
地
六
、
ト
八
争
、

六
学
院
、
必
修
学
校
な
ど
へ
の

人
予

・
白
川
下
資
金
と
し
て
、
川

の
教
行
ロ

l
ン
制
度
が
あ
り
ま

す
。
人
乍
ま
た
は
代
学
さ
れ
る

万
の
保
護
留
は
、
ど
な
た
で
も

巾
込
み
が
で
き
ま
す
。

融
資
額

学
生
・
生
徒
1
人
に

つ
き
1
5
0．h
円
以
内

利
率

年
目
%
｛
叫
ド
成
9
年
川

川
叩
け
削
叫
紅
）

申
込
み
・
閉
会
せ

川
民
金
融

公
州
富
山
支
山
（
2
0
7
6
4

｜
引

1
1
1
9
l）
ま
た
は
朝

u町
商
仁
会
｛
2
m
l
2
2
8

0
）へ

信
祉
豆
事
典
＠

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

政
ぷ
の
山
川
則
に
あ
た
っ
て
被

保
躍
世
初
、
低
所
川河
例
俗
、
脇
島

人
、
陣
内
折
、
母
子

・
父
子
山

川
な
ど
、
地
域
に
居
住
す
る
多

く
の
妥
駁
設
者
、
曲
部
～
胞
が
明
る

い
お
正
対
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う

民
生
委
員
を
は
じ
め
地
域
住
民

や
関
係
機
関

・
団
体
の
協
力
で

進
め
る
闘
民
ぐ
る
み
の
援
議
活

動
。
そ
の
歴
史
は
古
く
、
我
が

圃
の
民
間
社
会
嗣
祉
の
草
分
け

的
役
割
を
果
た
し
た
。

け一
川
に
金
品
の
州制
限
を
行

い
N
H
K
を
は
じ
め
縦
辺
機

関
、
食
業
、
明
暗
刷
所
や
汚
働
組

A
N
の
協
ん
も
あ
り
、
一
民
く
州
民

の
附
に
泌
約
し
て
い
る
。

民
位
付
川
年
初
（
権
代
功
労
斤
）

広
岡
総

f
（
感
淵
状
）

ま
た
、

同
席
上
で
共
同
持
金

会
制
H
町
支
会
が
、
宮
山
県
共

同
募
金
会
よ
り
共
同
努
令
活
動

優
良
凶
体
と
し
て
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。

こ
の
栄
営
は
、
長
年
町
民
の

皆
線
の
共
同
募
金
運
動
に
対
す

る
ご
理
解
、
ご
協
カ
に
よ
る
も

の
で
あ
り
、
芯
に
感
謝
す
る
と

と
も
に
今
後
の
取
り
組
み
い
つ

い
て
も
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

合 I求人情緒一覧週間Jt.ご利用くだ芭い．
＊くわしいことは、風，童公英．灘安定所朗自分JItt82-0198へお問い合わせください．

国

国

固
園
固

年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
方

の
た
め
の
任
意
加
入
制
度

同
民
年
令
に
は
、
加
入
間
刷

が
阿
い
た
め
mw
雌
に
な
っ
て

も
年
令
を
受
け
る
白
怖
が
付
か

な
い
ん
万
の
た
め
に
、
刊
山
政
ま

で
川
人
で
き
る
任
・必
加
入
制
肢

が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
よ
り
多
く
の
方
に

臨
む
後
の
生
活
以
縦
で
あ
る
年
金

を
受
け
取
っ
て
も
ら
う
ζ
と
が

U
的
で
、

附
和
初
年
4
川

l

ハ
以
前
に
小
いま
れ
た
店
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

年
令
が
受
け
ら
れ
な
い
、
と

あ
き
ら
め
る
前
に
国
民
年
金
係

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、

任
怠
加
入
則
川
の
川

川凶
作
合
似
険
料
は
、

小久
心

・
航

中
山
氏
な
円
時
鮫
併
を
お
肋
め
し
ま

‘
。
4
ヲ

－－－－－－ ．．．．． 



礼
旬

叫
咽

くらしの情報室

H83-1100 朝日町役場

llivi11g1 lllf⑥直前Kll細｛むll

.. 

司

p

おEいの立場を尊重
して、閉るい人間関

係を作ろう。

＠ 

ロ月
4
H
か
ら
叩
日
ま
で

は
「
人
権
週
間
」
で
す
。

何
円
の
正
前
の
中
で
お
問
り

の
こ
と
や
悩
み
ご
と
が
あ
る
場

A
U
、
日
山
地
刀
法
務
川
ι
川
…
作
文

日（

2nー
0
4
6
1）
ま
た
は
、

お
近
く
の
人
権
械
設
愛
民
に
お

気
軽
に
ご
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
佐
密
は
ん
ザ

ら
れ
ま
す
。

な
お
、
制
川
町
の
人
権
蜘
泌

査
以
は
次
の
万
々
で
す
。

斎
藤
俊
雄
（岱
位
｜
2
0
5
1）

河

内

芭

（宮
位
l
2
4
8
6）

新

田

訓

（2
m
M－

1
6
3
1）

上
杉
正
雄
（
am－
－

6
8
2）

道路除雪にご協力を！

H寺 二五・〈回］務〈以持~ .内~ O仲t司ミ くは路 rrい域 請負工事発注状況の00万円以上）II｝］ 本 所 IJ¥ だ、やししぐ
外部翌 五 思似患 を雪 さ下流 ll＼まる 一このコーナーはRrfが入札したものを掲載していますー
吾吾 朝 72// (fr処 遇に い流リiしすみ (H 9 10. I～I 0.31) 

I ~ じ問 。で柿ま（の
83 83日 llll n .~ てす のへす小穴ー T. ‘Ji r. /iiJi工地先〉古車fi.ピ ,]1'1!'.l (i7.1'Ji 業 r,・ r. ~ 名
I I mr l 県 52r今左る 溢佼）刷同
l 1 役 l 人｜出 記ご /K I 。｜徐除 伺H置m；守ifi然情改修r.:Jl 道下 9年1211 20,737.500 ~t 川総 1・1 U~H閃総 筋 線
2 l湯 3 持 l ~'l;IS へ望要 にすま 省当
3 0 J、起ぃ 2.I. 7 lt<I 。 ごるた機を

l倍r.1野Ii＼狙旬tC正2目線~J舗~~や装！？史1 ：·的JI ’J(>t<糊 F,i 野 9<t'12J I 5.355.000 （隙篠 川 *II E!l林水産裁！_§. Q 路 ,,j'1迫 は 注場、械お
除ギ）縦 町 怠介 11<を 願

県単独1；~~J！~H被備事業
大家F干 91ドI2JJ 6.510 000 桜 JI：住み｛紛 1~i ＃ノドJ議課井／口線舗装I：ーJi

～ゆっくり走ろう雪のふる里北陸路～
m・：総i'ifiHli'lf輩

怨 ITI 9lf:l2JI 5.250.000 膝 111必必 J；ミ林水産滋
窪1113り防火,of(Jr;設ii'(J.!fl

12月ll日（本）から 12月20日ωは年水の交通 IAA''1;!fmづくり’J i~民
淀川 9 ll'J 2J I 16.905,000 総？ラカワ 生l! 2量 ~ 

安全県民運動l!JJ 11¥Jです。
新さ7公l叫？担(;lljI；’H 

。l守j齢者の交通＇H11&llfi止 l県tjl.J!l!J足:im十m倫明業
Jit川新 911；・1I JI I 0.500.000 共布11・本｛闘争山林水声量諌

0飲酒 ・暴走迎転の｜抑止
長｝川新.ft，部総舗＇｝~ r.11 

0シー トベルトの前川の徹底 県司H1u:・rnm・J1完備事業
泊21韮 IOIJ'211 9.030.000 問 1' 制li見事事水産ぷ

以上のことを守り、み’~；逆転に努めましょう 。
東l.J聖f繍：本的Ii次~H ・JI

・
ガ
ソ
リ
ン
、
シ
ン
ナ
ー
、
．
れ

仙
な
ど
は
む
険
で
鵬
発
の
恐
れ

が
あ
り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
流

さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
山
水
は
処
則
し
ま
せ
ん
の

で
、
マ
ス
に
山
水
を
流
し
込
ま

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

．
マ
ス
に
ゴ
ミ
や
砂
な
ど
を
流

し
込
ま
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

，‘ー、
。

1

－F

、・1
u

・

野菜くずやごみ、あるいはとけにく
い紙などを流すと、排水管やマスが
詰まったりして、下水処理場の機能
を低下させます。

＠ 

笠活必需畠価格

11月分 （制5卜i現復調査） lj＼｛立‘円

,';' E’ 名
平均価絡

11 月 HiiJ I比 1Y,Jll'lu!J-IJ;t 

ガ ゾ リ ン
114 。 。

{j <Uh＇~ 1 e > 

itll H ill! 1.068 。 +89 
1担 ｛門己iJll8f>

1111'1 p ガf ス 3.573 。 +259 
(5m'l 

n 
fl 1~i Ill i洗剤｜ 215 。 +19 
(111性洗剤600mel

J1J 
ティッシ斗ペーパー 576 。 +26 
1400＆人×5和人）

1・，，•， トイレツトペーパー 417 。 +8 （／＆紙ロール4例制［）

食 ノミ ン 。 。
( fヰ泌1'11116枚人り｝ 178 

Im 
’＜ - ガ ン

284 。 +29 (450g l箱｝

」 しょう沿l 583 。 +18'1 11.8 eヘットボトル人り｝

食
サ 7 ダ ifll 

306 。 -65 ｛ホリ千手術7008人り｝

と う 」、
103 。 +2 ln'1 ｛もめん ln 

手L
238 ーlI +13 (I tノ宅ック人り｝

肉
442 -3 +166 ｛ロースl00g) 

牛 II~ l~I 
245 。 +83 ｛ロース100g)

E島 !Ir; 
210 ーlI +9 

昼T (I ．サイ ズlO側｝

オ主 !$ 
165 -21 ・23

(j'咋Ali1'11'1l kg) 

.Ill Ci' オ1. l、 し よ

｛作j凶111'1I kgl 201 -41 ー76

キ ぺ’ rく ツ
472 +34 ,';I, U'f・jJ!i,'11'1 1 kgl 

+76 

一 ン ユノ 、，〆 224 ・35<t';・iJ!i/11'1 I kg) ・98

／

ω
一間

ロ一
週

十
一権

ロ／
一人

ー
ロ
月
内
日
か
ら
実
施
本
部
を
設
置
｜

O
除
雪
時
間

般
吋
状
況
に
よ
り
適
宜
行
い

ま
す
が
、
通
勤
通
学
に
九
日わ
せ
、

引
制
除
切
を
雨
明
点
に
行
い
ま
す
。

O
事
故
防
止
の
た
め
標
識
を

除
山
一
計
一
地
に
よ
る
被
舎
を
受
け

や
す
い
沿
道
の
物
件
（
植
木
、

線
塀
等
）
に
は
、
ド
亦
布
を
付
け

た
サ
オ
な
ど
の
相
識
を
設
け
て

く
だ
さ
い
。

O
路
上
駐
車
は
や
め
て

取
の
路
上
駐
車
は
、
除
雪
作

業
を
妨
げ
る
ば
か
り
か
、
除
雪

山
下
が
衝
突
す
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。
放
隙
な
ど
で
や
む
を
得

な
い
川
柳
作
は
、
み
肱
咋
で
中
一
肌

ーその＠一

．卜
水
迫
が
約
附
さ
れ
、
作
家

出

・
引
業
所
な
ど
の
台
所
、
ふ

ろ、

ト
イ
レ
ゃ
いW
栄
治
動
か
ら

州
閉
山
さ
れ
る
利
水
を
敷
地
内
の

排
水
符
を
公
共
マ
ス
に
後
続

し
、
下
水
道
で
処
思
す
る
こ
と

に
な
る
と
、
汚
水
の
ほ
か
に
ゴ

ミ
な
ど
も
流
し
て
も
よ
い
か
と

思
っ
て
い
る
方
が
お
ら
れ
る
よ

う
で
す
が
、
．
ト
ポ
迫
は
汚
水
以

外
の
も
の
を
出
し
ま
す
と
、
終

ぃ
本
処
開
制
の
処
即
日
機
能
の
低
下

ゃ
．
ト
水
行
な
ど
の
つ
ま
り
の
似

川
に
な
り
ま
す
。

下
水
辺
を
使
州
す
る
に
は
、

決
ま
り
を

γ
っ
て
正
し
く
使
う

こ
と
が
大
切
で
す
。

・
野
菜
く
ず
な
ど
を
細
か
く
粉

砕
し
て
流
す
デ
ィ
ス
ポ
l
ザ
な

ど
の
袋
回
は
、
下
水
む
が
つ
ま

り
や
す
く
な
り
、
終
末
処
刷
州
場

で
火
山
川
の
泥
が
発
令
す
る
こ
と

童画温画面ーーー温面画逼面忌

を
表
示
し
、
巡
転
者
に
述
絡
で

き
る
よ
う
に
メ
モ
な
ど
で
山
い

て
く
だ
さ
い
。

O
事
故
防
止
に
協
力
を

除
雪
作
業
は
大
型
機
械
で
行

う
た
め
危
険
で
す
。
作
業
純
附

に
は
立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ

O
お
騒
が
せ
し
ま
す

ト
八
明
機
械
を
使
川
す
る
た

め
、
治
巡
の
併
さ
ん
に
は
早
朝

か
ら
騒
宙
や
仮
動
で
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
容
赦
く

だ
さ
い
。

O
生
活
道
は
み
ん
な
で

mHm内
迫
路
の
除
吋
は
、

地

に
な
り
ま
ず
か
ら
佼
川
は
で
き

ま
せ
ん
。

・
ご
は
ん
つ
ぶ
、
野
来
く
ず
、

ぷ
ぷ
ら
品
川
な
ど
は
、
排
水
位
や

マ
ス
が
つ
ま
る
阿
川
に
な
り
ま

す
か
ら
流
さ
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

・
水
洗
ト
イ
レ
で
は
、
柔
ら
か

い
紙
以
外
は
使
用
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

恒
正
し
く
使
お
う
石
油
ス
ト
ー
ブ

・
山
氏
川
前
に
点
検
渋
川
酬
の
夫
施
。

．
火
を
消
さ
な
い
で
給
油
し
伝

、
。

・
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク
の
ふ

た
は
、
し
っ
か
り
締
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
洗
絹
物
を

半
さ
な
い
。

・
外
出
時
に
は
必
ず
消
化
。

・
炎
の
調
焼
、
昨
認
を
。

－
給
油
は
灯
油
で
あ
る
こ
と
を

般
か
め
て
か
ら
。

・
ス
ト
ー
ブ
を
つ
け
た
ま
ま
泌

A
rL

‘
 ．．
 
A
U
 

＃
lι

l
v
 

F
U
雪
に
よ
る
煙
突
や
ガ
ス
配
管

等
の
磁
損
事
故
に
注
意
を
t

これからの挙節は、包に

より焼失やガスの配管匂が

破損しやすくなります。こ

れらが倣拐すると、ガス悩

れによる傑発・山火仏以びボ

イラーの不完全燃焼による

一般化成ぷ小汚吟の阿川と

なります。作巾に点検して事

故防止に勿めてください。

と 欧 H年そ 11日 を
歳6嶋 のれ 31時 次歳

秒 方 i ぞ ｜｜ の末 末の 法 11れ （！］＜） 12と特
の休 2 ’1二 J lお別

会I 5 l"I 1$ ~ 28 I~）定 サ
断抄 H午の円らの イ
続 l次 と 4(H）しサ

レ3 un 午「｜カB まイ
＇＂＇の後 1111らす；レ ン
あ 9 、12 ン

朝
日
町
立
中
央
図
書
館

（
倉

田

l
0
5
7
4）

新
し
い
本

二
般
書
）

「次
」
は
こ
う
な
る

併
用
太

一

私
の
生
活
作
法
中
野
挙
次

恋
文
の
香
り
山
久
椴
逮
郎

防
だ
ま
り
の
マ
ス
オ
さ
んm附
仏

市
似
利
川
F
読
本
（
l
－
2
）

柳
川
町
利
胤

わ
れ
大
い
に
笑
う
、
ゆ
え
に
わ

れ

笑

う

土

原

賢

一

一

な
ん
ば
し
ょ
っ
と
か
武
川
イ
ク

ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
の
剛
山
。

川
V
雌
愛
子

そ
れ
は
ま
た
別
の
話

和
田
誠

・
三
位
付
帯
感

広
報
あ
さ
ひ
縮
刷
版
第
2
・
3

巻

朝

U
問
総
務
課
編

（
小
説
）

じ
仇
似
業
平
殺
人
一
下
件

山
村
足
紗

・
内
村
以
太
郎

夜

会

亦

川

次

郎

十
津
川
部
川
部
千
曲
川
に
犯
人

を

追

う

岡

村

京

太

郎

宿

一

糸

川

小

路

仙

他

幻
感
と
死
の
使
述
獄
同
刷

幻
創
ミ
ッ
ド
ナ
イ
ト絞
辻
行
人
他

叫
柄
引
川
鮫
川
町
火
山
れ
し仇
ハ

ク
ラ
ン
ク
・
ア
ッ
プ

>}ci, 
i:P.J. 

:l;t E H ノ、＋易 鎌（~
干ljJ－＇ロ山 倉動
一 ｜持II妃の寓t
h友 e・，＇（つ幻お民I
の紙 I紋｛まの
伐 さ女 1j、
将 J ん税

j)V[. 

Jじ悦小；j;J・：ニf符 f公浅 三 q前
村 l"J111・太，，ル 村田校郎~：＊
．冬川釧デ柄友次利｜女三
!'.(( ._ I旬、vル全線郎 子 ., jfi 

万
町
向
山
の
端

タ
ー
ン

陰
謀
の
日
（
上
下）S
・
シ
ヨ
ル
ダ
ン

本
の
紹
介

『中
高
年

山
と
出
会
う
』

勝
間
蝕
次
郎

今
や
社
会
現
象
と
も
い
え
る

ほ
ど
大
き
な
椛
り
よ
が
り
を
見

せ
て
い
る
中
高
年
の
遊
山
ブ
ー

ム
。
人
は
何
を
求
め
て
山
を
円

指
し
、
そ
こ
に
は
ど
ん
な
問
題

が
発
午
し
て
い
る
の
か
。
ブ
ー

ム
の
射
状
を
倹
説
し
、
山
と
の

山川り
制
み
」
ん
や
迎
機
、
リ
ー
ダ

ー
必
成
な
ど
、
諸
々
の
問
題
を

抽
山
し
た
品
新
レ
ポ
ー
ト
。



二~需⑧圃画圃

愛

の

献

血

ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た。

協
刈
有
名

（川
川
災
純
分
、

会
印
は
制

M
、
※
印
は
成
分、

そ
の
他
は
抑
叫
献
山
行
）

爆
地
区
※
水
品
位
織
、
水
尚

一

樹

宮
崎
地
区
合
同
行
総
明
、

※
山
本
妹
夫
、
※
竹
ハ
介
俊
範
、

※
川
勝
貴
州
問

泊
地
区
会
梅
沢

和
吉
夫
、
会
島
田
通
代
、
※
柳

下山県
二

、
※
久
野
本
利
代
、
※

大
村
樹
、
※
松
凹
知
供
、
※
魚

沖
礼
子
、
※
ポ
抑
制
副
総
、
※
寺
崎

附
必
、
※
川
町
詠
子
、
※
e
六
行

制
品
、
※
．
半
以
ハ
五
、
※
い
漏
出

関
口
、
※
山
附
明
下
、

長
山
氏

子
、
州
内

F
川

五
箇
圧
地
区

ti1Dll 

健康インフォメーシヨン
問合せ ：保健センター fi83-3309 

朝日町役場

『木炭人力輸送J
;1-:J必の厳地である

1+,i似からILi~·1小学校

へ採服用の本炭を辿

ぷIH~（ I小学校の尚等

科の児童たち。（昭

和15年）

-r写真で見る粉日町のうつ
りかわりIよリ

、手

※
谷
川
宗
次
、
※
脳
内
利

f

山
崎
地
区
公
民
出
弘
明
、
※
長

山
A
H
縮
、
※
小
杉
山
以
問
、
※
大

総
雅
子
、
※
稲
仰
鋭
、
※
九
川正

端
忠
、

制

一
似
子
、
山
本
克
幸
、

名
組
織
川

大
家
庄
地
区
※
住

会佐渡茂、会副凶大－台、※

広岡克美、※凶問真従夫、

※川村巧一、※rn江山口夫、

※佐抑制緩南保地区会総似

俊一、※板口斉、※以円究、

※総川山mf、※川上見山見、

12月の告種相談
〈相談は無料です〉

唱目 裁判所出張調停相談
伺） 10:00～15：・00 福祉センター

2目 心配ごと相談
ω 13:00～l 6:00 福祉センター
9日 心配ごと相談 ・家庭児童相談
ω 13:00～l 6:00 掲祉センター
1 O日 社会保険出張相談
体） 10:00～l 5:00 役場会議室

11日 交通事故巡回相談
附 l 0:00-15:00 黒部iii福祉センター

15日 裁判所出張調停相談
伺） 10:00～15:00 制tll：センター

16目 心配ごと相談・行政相談
人権相談

CK) 
13:00～16:00 福ネ11:センター

24日
心配ごと相談
J 3:00-16：・00 補ネ｜｜；センター

。ぬ 社会保険出張相談

I 0・00～15:00 役場会議宅

朝日町食生活改善雄進員｛南保地区）

ビ
タ
ミ
ン
D
を

と
り
ま
し
ょ
う

ガラスープ・・・・大さじ3
納・・ ・・・・・大さじ2
しょうゆ・・・・・・大さじ l
l沙~It · ·.. ・・・・・ ・1J、さじ2
サラダi由・－－－－－大さじ2
(I人分当たり）
エネルギー・・・・230kcal

nm ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1.1g 
タンパク質 ・・・・・・・・IOg

よ
円
殺
人
、
※
山
本
奈
緒
「
、
※

ゎ
引
仲
汀
刊
樹
、
※
小
川
作
辺
、
※

よ
um朗
、
※
水
野
真
也
、
※
総

出
敬
子
、
※
清
水
優
得
、
仮
本

時
子
、
山
中
小
策
f
、
消
水
山
H

パ季、

前
川
浪

f
（
以
上
町
名
）

。
ご
寄
付
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

マ
妹
明
文

q
n山
か
ら
明
日
中

学
校
へ
絵
州
i
点
（
日
万
円

相
勺
）

マ
以
ぃ
以
仰
の
庁
総
久
脱
さ
ん
か

ら
悦
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に

ビ
デ
オ
と
絵
画
ビ
デ
オ
収
納

和
l
セ
ッ
ト
（
羽
万
円
相
中
1
）

マ
愛
知
県
の
児
玉
伴
敏
さ
ん
か

ら
町
政
発
凶
の
た
め

l
o
o

－，，．，ー

マ
山
梨
県
の
野
村
可
ね

f
さ
ん

か
ら
ふ
る
さ
と
美
術
館
へ
絵

削

l点（
l
o
o－力
円
相
勺
）

マ
阿
川
の
間
的
実
利
子
さ
ん
か

ら
亡
失
陶
次
郎
さ
ん
の
巡
士
山

に
よ
り
あ
さ
ひ
総
合
病
院
へ

医
術
機
総
（
叩
万
円
相
中
1
）

マ
出
…
部
市
の
紫
川
幸
三
さ
ん
か

ら
『
な
な
い
ろ
K
A
N
』
ふ

れ
あ
い
飢
へ
行
制
行
機
以

マ
削

H
町
姐
築
M
V
業
協
川
組
合

か
ら
「
な
な
い
ろ

K
A
N』

た
く
み
航
必
ぴ
大
工
泊
只

マ
神
奈
川
叫
の
比
日
総
伐
さ
ん

か
ら

「な
な
い
ろ

K
A
N』

み
ご
た
え
飢
へ
絵
本
以
州

①’ド｜勾i立食べやすい大き さに切り、しょうゆ、

酒、約六さじ lをまぶし下昧をつける。

②マイクケは小併に分けて（宅の太い所はill~切り）
然j坊で l分11111φで、冷ポにつけ、水を切る。

③キヌサヤはゆでて水にとる。ギンナンは殺を

WIり、ゆでて皮をむく。

」

一 ガソリンスタンド休日当番店
12月 7日⑪ 朝日石油 fi82-0661 

12月14日目 大谷石油 fi82-0703 
ルーー”’・ー
12月21日句 小川石油 fi83-3033 

12月23日ω。 全 店 営 業

12月28日⑪ 全 店 声邑~、 業

撲 手i 月 [I 

（対象者等） 受 付 ll~i＇問
~》z、 場

機能訓練 12JJJ6110<) 

（脳卒qi後j立出荷） 13:00～13:30 
保健センター

心の健康相談 I 2)J I IJ ・ 15円「約；ll1J1'"thl電話での受付）
けむします（ft52-1224) ~ lずれも0I) 黒泌保健i~r

痴ほう~I：；佐人の相談も受けます 13:00～14:00 

子育て教室
12月1911ゆ

（生後l～2か月の亦ち伊ん） 保健センター
とお／：Jさん ※ 13:30～13:40 

3か月児健診 ・脱臼検診 12月161-1（必
保健センター

(9作9Jl生まれ ※） 13:00～13:30 

4・5か月児健診 12月16「10<>
(9'1'7川憎まれ ※） 9:30～10:00 

保健センター

1歳児健診 12月2110<>

(8年10・IIH 生まれ ※） 9:30～l 0:00 
保健センター

3歳児健診 121-11811附

(6年8・9JI生まれ ※） 13:00～13:30 
保鎚センター

育児相談 12丹1711附

（相談ft；明行 ※） 9:30～1 I :30 
保健センター

※付 （J:帳持参

Livi1191 l11f1む町

マイタケと牛肉のかき油妙め

マイタケ・・・・.....200g 

’ドl対・・・・・・・・・ ・・・150g

i内・・・・・・・・・・・・大きじl
しょうゆ・・・・・・！大さじ l

キヌサヤ ・・・・・・・・・・30g

ギンずン・・・・・・・・・・少々
(,J111味料）

かきilil（オイスターソース）
.. Aさじl

＠ 

⑨健康i車爆教室及びfill.証平自1車（いずれも給望者）l;t、12.El5日ー128. 198・26白（い
ずれも金制臼｝ 午前9閃30分から保健センターで、 老人信徒センターでの健康相政1~12
周2日・9臼.168 （いずれも火砲日）午後1時30分から、 12月17日（水催日｝は星
野集活センターでも行っています．

＠失費綱~t:!P.21量Iii日午前9・30分から保鍵センターで行っています．

交通事故発生状況調
10月末現在｛ ）内は前年同月比

人男郡故
物；員事放

件数 死者 傷者

入善笹察~ 141 3 159 500 

管内 (153} (2) (168) (482} 

紛回目I
44 。52 185 
(58) (2) (63) (149) 

休日救急診療当番医将探～午後間
ー－－－，

12月 7回日 高 f1i 医 院 宮 82-0010

12月14自由 桶 医 院 告 82-0791

12月21回目 寺 崎 医 院 宮 82-1118

12月23日ω 中 Jll 匡 院 宮 82-0120

12周28日目 煩 東 病 院 n83-2299 

市2月29白骨 中 Jll 医 院 n82-0120 
12月30目ω。tJSi 東 需 院 宮 83-2299

12月31日制 松宮 医 院 宮 82-0051

年末年始のごみ・し尿収集
区 分 13'2'9atl 1~側 ぢ1倒

Lイ榊～ シ~a Ys~ I Ys~ 沼田

ー戸
燃やせるもの 。。休み 休み 休み 。。‘ーー

み
収
燃やせないもの 。。 。。集 休み 休み ｛本み

個 燃やせるもの ※ ※ 休み 休み 休み ※ ※ 
人 （東部清締センター）

3寺 燃やせないもの
込
（宮沢j南郷センター）

※ ※ ｛本み ｛ホみ 休み ※ ※ 

し尿収集
会 * 休み ｛本み 休み 休み * 営業 宮業 営業

法）1.0:11はllJ(!ULJであり、収集地｜えは中古tどおりFh、ます。
2.※向1は多f置にごみがIHた幼合、也被各センターへ持ち込みして下さL、

第2・第4土日槌白L彦外来イホE宰Cl削守｝て・す。
急患は夜間・休日を悶わず、24時間いって・も受付けします。n83-1160あさひ総合病院

置幸四質問問／午後ア時～午後11日号
室t54-0731

~療臼／日開臼・視白

所在地／照都市消防滋向側新川地区休日夜間急患医療センター



合10月届出分

おすこやかに
(Ill生日）

内線212）ヘ広報係では、あなたの回りの身近な話題を侍っています（ft83-1100

バタバタ茶で国際交流

一在チエ コの日本大使館員が来町一

雌
史
公
闘
内
の
川
上
家
で
十

一
月

十
八

H
、
在
チ
ェ
コ
日
本
大
使
館
の

オ
タ
・
ド
ゥ
フ
ェ
ク
さ
ん
が
、
パ
タ

パ
タ
茶
を
味
わ
い
ま
し
た
。

オ
タ
・
ド
ゥ
フ
ェ
ク
さ
ん
は
チ
ェ

コ
共
和
国
の

H
本
大
使
館
員
と
し
て

文
化
を
担
当
。

H
本
－X
化
、
特
に
お

茶
の
普
段
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

A
J

N

は
円
例
目
の
米
円
と
な
り
静

岡
、
応
部
を
川
っ
て
制
U
町
を
訪
問
。

「
パ
タ
パ
タ
茶
ハ
オ
イ
シ
イ
」
と
す

っ
か
り
気
に
入
っ
た
悌
子
で
し
た
。

自分たちの手で卒業記念を
一一南保小六年生がログハウス造リ一一

＠ 
い
や
業
記
念
に
思
い
山
に
な
る
も
の

を
残
そ
う
と
、
耐
保
小
学
校
の
六
年

・

生
九
人
が
ロ
グ
ハ
ウ
ス
造
り
に
挑
戦

し
て
い
ま
す
。

生
徒
た
ち
自
ら
発
案
し
た
ロ
グ
ハ

ウ
ス
の
大
き
さ
は
、

一一一
M
M
四
方
程
度
。

材
料
と
な
る
杉
の
木
は
、
勝
原
時
夫

さ
ん
が
提
供
し
、
所
引
の
山
林
か
ら

魚
津
民
地
林
事
務
所
と
新
川
森
林
組

合
の
協
力
を
得
て
、
伐
採
し
ま
し
た
。

十

一
川
七
円
に
は
、
伐
採
し
乾
燥

さ
せ
て
い
た
木
の
皮
む
き
作
業
を
行

い
、
生
徒
た
ち
は
、
な
れ
な
い
手
付

き
な
が
ら

一
生
懸
命
に
作
業
を
続
け

て
い
ま
し
た
。

今
年
中
に
は
ロ
グ
ハ
ウ
ス
が
校
庭

に
建
て
ら
れ
る
予
定
。
今
か
ら
完
成

が
楽
し
み
で
す
ね
。

健
康
と
リ
サ
イ
ク
ル
を
考
え
る

－W
朝
日
い
き
い
き
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
＆
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
｜

News & Topics 

ア

・97朝日llきUき健康フzスラィ刈ごA’Z
W リヲイ句＇＂コ＇！－？ ！日

ノきτい
β主
Jレ怯E
フ l出
ェフ
アエ
｜ ス

が
け
月
8
日、

~ 

町

野

げj水町

機 7/< 

i白

桜

t;i 

祐
美

宏
子

ニ
子

義
美

,..., .. ＜三J

I 0/ 8 11111:1開賢明）面

たかの.＆； ・＇＇’t 

10/ 8笹Jゐ崇伸（男） I~ 

I 0/13小滞純（女）長

I 0/ 13潟id必義（女）思
4・ヂ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
l

会
場
で
は
、
単
い
す
の

対
策
体
験
や
健
康

・
介
護

相
談
、
へ
ル
シ
！
な
べ
の

試
食
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
附

設
さ
れ
た
の
を
は
じ
め
、

資
源
物
回
収
や
婦
人
会

・

老
人
会
ら
に
よ
る
遊
休
品

の
販
売
も
大
雄
況
。
大
勢

の
人
た
ち
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。
町
母
子
保
健
推
進
口
に

よ
る
健
康
寸
劇
「
こ
ん
に

ち
は
、
保
健
婦
で
す
」
で

は
、
各
地
区
の
推
進
員
十

人
が
出
演
。
新
生
児
訪
問

上道下

環

ポ（男）官亨ゐ
n ι1 

おしあわせに

I 0/16 7J<ll!f 

可

織香

島

島

黒部市

東下 lllT
行

子

f!Z 

慶

野

本

水

水

飯

松

ま
た
、
こ
の
日
は
エ
ッ
セ
イ
ス
ト

楠
凡
子
さ
ん
が

「心
と
心
の
ふ
れ
あ

い
i
お
母
さ
ん
は
宇
宙
人
｜
」
と
題

し
、
痴
ほ
う
性
老
人
の
介
謎
体
験
を

講
演
さ
れ
ま
し
た
。

消水町

井ノ口

宮的県宮崎市

部野

lfij 畠

大山町

草野

高山市

彦

子

司

鶴

子

民事

喜代美

平IJ

也；

裕

浩

子

幡

幡

田

水

井

田

＠ 

地
域

と
と

も
に
五
十
年

ー
南
保
婦
人
会
が
結
成
五
十
周
年
｜

繭
保
婦
人
会
の
結
成
五
十
問
年
を

祝
う
記
念
式
典
が
十

一
月
十
六
日
、

南
保
小
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
に
は
魚
津
町
長
や
控
代
の
婦

人
会
長
を
は
じ
め
地
元
闘
係
者
な
ど

な
ど
約
百
人
が
出
席
。
結
成
五
十
周

年
を
祝
う
と
と
も
に
、

二
十
一
世
紀

に
向
け
て
、
さ
ら
な
る
発
展
を
普
い

ま
し
た
。

式
典
後
、
商
保
婦
人
会
の
皆
さ
ん

に
よ
る
コ
ー
ラ
ス
や
パ
タ
パ
タ
茶
の

お
茶
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
肉
の
歴
史
を
一
冊
に

ー
西
町
誕
生
三
十
周
年
記
念
誌
を
発
刊
｜

西
町
が
誕
生
し
て
三
十
年
を
迎

え
、
こ
れ
ま
で
の
主
な
出
来
事
や
年

間
行
事
の
今
昔
な
ど
を
ま
と
め
た
記

念
誌
「
歩
み
」
が
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。

記
念
誌
は
カ
ラ
l
十
二
ペ
ー
ジ
を

合
む
B
五
判
、
一
丸
十
γ1

ペ
ー
ジ
。
凶

町
三
十
刷
年
記
念
引
業
会
（
新
保
登

志
雄
会
長
）
の
山
甘
さ
ん
が
、
先
人
の

足
跡
を
次
代
に
伝
え
よ
う
と
、

五
月

か
ら
編
集
作
業
を
重
ね
発
刊
し
た
も

の
で
、
西
町
に
対
す
る
深
い
思
い
入

れ
が
伝
わ
っ
て
く
る

一
冊
で
す
。

視

五十 男
生 一 『

三 月 ー「
十十 て
八七 とt
人 日 . ....L. 

お従ll徒
南高 5向．
部校 ’ー芋‘
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竹
久
夢
二
作

ご
九
五
年仲仲
｝

＠ 
北
開
線
が
全
通
し
て
聞
も
な
い
山

山
駅
を
背
に
、
や
お
ら
懐
中
よ
り
幽

帖
を
取
り
出
し
、
無
心
で
鉛
明
ド
を
定

ら
す
夢
二
。
大
正
問
年

一
一川
、
京
都

よ
り
肖
山
人
り
し
た
夢
二
の
ス
ケ
ッ

チ
帖
で
あ
る
。
白
山
駅
前
か
ら
川
根

み
を
一民
渡
し
た
構
図
。
，U
伝
性
が
日

立
つ
家
岐
み
に
、

人
力
取
が
数
什
た

む
ろ
し
て
い
る
。

中
1
附
す
で
に
、
削
家
と
し
て

一
斉

を
胤
附
加
し
て
い
た
拶
二
の
米
副
は
、

述
日
新
聞
紙
上
で
伝
え
ら
れ
、
そ
の

人
気
の
ほ
ど
が
制
い
知
れ
る
。
日川川

と
白
山
市
と
の
－
一
一
凶
の
州
会
の
準

備
、
東
京
と
の
行
き
米
の
ま
に
ま
に

拙
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

現
ト
付
す
る
だ
け
で
、
川
河
川
を
組

え
る
削
帖
や
4
J

帳
を
残
す
。
「
絵
は

臼
分
に
と
っ
て
内
部
生
前
の
報
竹
で

あ
る
」
と
一一ιぃ
、
削
帖
は
絵
と
生
活

が
不
可
分
に
考
え
て
い
た
拶
二
の
感

情
で
あ
り
生
前
そ
の
も
の
で
あ
っ

た
。
ス
ケ
ッ
チ
は
、
装
わ
れ
だ
』
る
一凹

家
の

一
而
を
、
点
の
両
家
の
姿
を
ほ

に
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

あ
さ
ひ
の
美
術

｜

1
9
1
5
年
T
O
Y
A
M
Al

－平
成
十
年
ご
月
一
H
m
ま
で

一
般
二
O
O円
小
中
尚

一
O
O川

※
幽
貼
の
全
ぺ
l
ジ
を
炭
涼
し
、
さ

ら
に
日
山
H
報
、
－
M
山
タ
イ
ム
ス

の
掲
峨
記
事
も
民
示
し
て
い
ま
す
。

と
な
り
町
の
話
題
／
宇
奈
月
町

H9.11.1現在 （）は筋月比

芝
生
の
上
で
ス
キ
ー
を
楽
し
む

I ＇：：－ い ＼~二j＠
広

（

報
室
札

d
 

v早
い
も
の
で
も
う
十
二
月
。
今
年

も
あ
と
ひ
と
対
を
残
す
ば
か
り
と
な

り
ま
し
た
。
新
年
の
準
備
に
何
か
と

気
忙
し
く
な
る
時
期
で
す
。
特
に
筆

無
精
の
私
に
と
っ
て
年
賀
状
が
問

題
。
日
ご
ろ
か
ら
締
切
り
が
迫
ら
な

い
と
仕
事
が
進
ま
な
い
鮮
が
付
い
て

い
る
’H
分
に
と
っ
て
は
、
毎
年
L

八附明

日
が
作
賀
状
の
締
切
り
。
今
年
こ
そ

は
、
余
怖
を
も
っ
て
取
り
か
か
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
・
－
V
と
ζ

ろ

宇
奈
月
町
明
日
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ

l
場
で
十

一
月
九
円
、
町
民
グ
ラ
ス

ス
キ
l
と
マ
ウ
ン
テ
ン
ポ
l
ト
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

全
長
二
有
訂
版
門
数
十
一
の
コ
ー

ス
を
ニ
カ
所
設
定
し
、

二
名
問
時
に

出
走
。
－
一本
の
合
計
タ
イ
ム
で
優
勝

を
争
い
ま
し
た
。

昨
年
秋
ご
ろ
か
ら
ス
ノ
l
ボ
l
ド

の
陸
上
版
と
も
い
え
る
マ
ウ
ン
テ
ン

ボ

i
ド
が
流
行
し
、
休
日
は
大
勢
の

人
で
に
ぎ
わ

っ
て
い
ま
す
。

で
、
今
川
の
表
紙
は

「な
な
い
ろ
K

A
N」
で
行
わ
れ
た
ガ
ラ
ス

1
芸
づ

く
り
の
線
下
で
す
。
ガ
ラ
ス
作
品
と

い
え
ば
吹
き
ガ
ラ
ス
だ
け
だ
と
思
つ
」
り

て
い
ま
し
た
が
、
砂
に
手
型
を
と
り
、
円

そ
の
中
に
ガ
ラ
ス
を
流
し
込
む
手
法

m加

を
初
め
て
見
学
し
、
自
分
も
挑
戦
し

妨

た
く
な
り
ま
し
た
。
来
年
四
円
か
ら

は
、
吹
き
ガ
ラ
ス
の
体
験
が
で
き
る

と
い
う
こ
と
で
、
今
か
ら
来
し
み
に

し
て
い
る
し
力
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
V
さ
て
、
今
年

一
年
も
無

事
に
「
広
報
あ
さ
ひ
」
を
発
行
で
き

た
こ
と
を
川
民
の
符
さ
ん
に
感
謝
す

る
と
と
も
に
、
新
作
対
の
準
備
に
取

り
か
か
り
た
い
と
思
い
ま
す
＠

世帯数5,152(-4) 計16,979(-9) 〔町の人口〕 男7,992(-2) 


